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研究者のための+αシリーズ

⽂部科学省
世界で活躍できる研究者育成プログラム総合⽀援事業

ウェビナー・ライブ配信

参 加 申 込

Seminar/Workshop Series 
for Researcher Professional Development

JSTのASPIREプログラムは、⽇本の研究者が世界の科学者と⼿を携え、グローバルに活躍していくことを
⽬指し、研究ネットワークの構築や⼈材の育成などを通した国際的な頭脳循環の促進を⽀援していま
す。本ウェビナーの前半では、ASPIREで⽀援中のプロジェクトの中から、急速な発展を続けるAI・情報
分野、及び⽇本が牽引するマテリアル分野のトップ研究者と次世代研究者が登壇し、幅広い取り組
みと挑戦がASPIREによってどのように実現しているのか掘り下げます。後半ではJSTのASPIRE実務担
当者が、2026年度公募のポイントを具体的に説明し、プログラムへの理解を深めます。変化の著しい
国際情勢の中で、ASPIREを通した国際連携がいかに重要であるか、⼤きなヒントが得られる貴重な機
会となりますので、ぜひご視聴ください。

ト ピ ッ ク ス（予定）

研究者、⼤学院⽣、⼤学⽣、研究機関で研究者⽀援を企画する⽅
（専⾨分野は問いません）
使⽤⾔語は⽇本語ですが、英語での質問も受け付けます。

対 象 者

締切
開催当⽇
正午

参加費
無料https://globaleysurvey.ey.com/jfe/form/SV_5iQZ5w

28PAl4lo2

左の QR コードまたは下記 URL からお申し込みください。

主催︓ 世界で活躍できる研究者育成プログラム総合⽀援事業 事務局
ey.sekai.jimukyoku@jp.ey.comお問合せ︓

Challenging the World Through the ASPIRE Program
―ASPIRE研究者の世界への挑戦―

科学技術振興機構(JST)国際部
豊福薫⽒、瀧⽥朱⾥⽒

 前半 ASPIRE ⽀援中プロジェクトの発表
- 挑戦1 次世代研究者が「TopのためのASPIRE」に挑戦した経緯とは
- 挑戦2 ⽇本の研究者が世界を舞台に活躍するための取り組み 
- 挑戦3 競争が激化するAI研究にASPIREで挑む若⼿研究者の奮闘
 後半 ASPIRE 2026年度単独公募の説明
- 頭脳循環の促進を⽬的とした国際共同研究⽀援とは
- 応募に向けたポイント
 Q&Aセッション

※招へい型の説明はございません。

東京⼤学 ⽣産技術研究所
准教授
松久 直司 先⽣

産業技術総合研究所 ⼈⼯知能研究センター
上級主任研究員
⽚岡 裕雄 先⽣

京都⼤学 ⼤学院⼯学研究科
物質エネルギー化学専攻 特定准教授
吉⽥ 傑 先⽣

京都⼤学 ⼤学院⼯学研究科
物質エネルギー化学専攻教授
陰⼭ 洋 先⽣

https://form2.jst.go.jp/s/2023_rpd24
https://globaleysurvey.ey.com/jfe/form/SV_5iQZ5w28PAl4lo2

